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１．はじめに  

 谷津船橋インターチェンジ工事は，慢性的な交通渋滞が著しい船橋・習志野市域の一般国道357号の交通を東関

東自動車道(以下，東関道)に誘導することにより交通渋滞の緩和を図ることを目的として，地域活性化インターチェン

ジ制度を活用した新たなインターチェンジを構築するものである．東関道をアンダーパスする非開削区間では，道路ト

ンネル断面を包含する6つの小断面シールドトンネルを分割施工したのち，トンネル間を接続し躯体を構築し

た．本稿では，このうち狭小な作業空間で施工した躯体構築工事について報告する． 

２．非開削区間の工事概要 

非開削区間の施工延長は約70mであり，高速道路直下（最小土被り3.6m）に平面曲線半径約50mの1車線道路トンネ

ルを構築する．トンネルの構築はまず，八角形の本体構造物を包含する6つの小断面に分割して各断面を矩形シール

ドにより掘削し，鋼製セグメントを組み立て先行トンネルを構築する（図-1）．次に隣り合うセグメントを切り開いて先行ト

ンネル間を接続し躯体を構築する．最後に，躯体内部を掘削し完成となる．図-2に施工手順を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

３．施工条件 

セグメント内空1.8mの空間に底版厚・壁厚0.8m，上床版厚1.0mの躯体を構築する．実際の施工では，躯体

厚を確保するため，トンネル断面を包含するよう100～200mm程度大きくシールドを施工したため，施工空

間は最小約0.7mと非常に狭いものであった（図-3）． 

４．施工方法 

(1)セグメント間薬液注入工 

セグメント切開き部の止水と地盤強化を目的として，低圧浸透注入工法(ステ

ップ注入)による薬液注入を行った（図-3）．注入材料には，粘性が低く浸透性

に優れ，大きな改良強度が得られる有機系溶液型薬液(「エヌタイトスーパー

20(長結タイプ)」)を選定した． 

(2)セグメント切開き工 

 切開き部に補強鋼材を設置後（図-3），セグメントの主桁およびスキンプレートをガス切断し撤去した．その後，セグ

メント背面の裏込め材と土砂を人力により撤去し，セグメント間を切り開いた．切開き部の措置として，土留め・止水用

鉄板をセグメントに全周溶接するとともに，鉄板背面に LW 材を注入することでセグメント切開きに伴う漏水

と地盤変状を防止した． 

 キーワード 切開き，狭小な作業空間，実証実験，充填性 
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図-3 薬液注入・補強鋼材設置図 
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(3)内部構築工 

類似工事の施工実績（１ブロック：9.0m）と狭小な施工空間における施工性を

考慮した結果，1 ブロックを 10.0m とし先行トンネル L≒70m を 7 つのブロックに

分けて施工した．コンクリート打設は底版→下ハンチ→側壁→上ハンチ→上床

版の順で行った（図-4）．コンクリートには，バイブレータを使用する作業空間が

ないことから，自己充填性を有する高流動コンクリートを採用した． 

施工に先立ち，高流動コンクリートが材料分離しない流動距離を確認するた

めに実証実験を行った．実験の結果，高流動コンクリートの水平流動距離を

5.0m と決定し，実施工に適用した． 

上床版のコンクリート打設は褄枠側からとし，褄枠に打設用配管(4B)を挿入して圧送を行った．コンクリート打設にお

いては，施工条件に起因する課題があったが，対策を立案し，実規模の実証実験を行いコンクリート打設計画が適正

であることを事前に確認することで躯体の品質を確保した（表-1）． 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 制 約 条 件 課  題 工  夫 ・ 対  策 結  果 

鋼 製 セ グ メ ン ト に リ ブ

（高さ 100mm）がある 

リブ部にエア溜まりが生じ，

コンクリートが未充填となる 

リブ内にポリエチレン材を

先行充填 

未充填箇所を回避 

閉鎖空間でのコンクリ

ートの打ち上げ 

重点の目視確認が出来ない 側部に透明型枠を採用 目視確認ができ，充填性を確保

(4)内部掘削工 

バックホウ（0.25m3 級ショートリーチ）を使用し，掘削・集土を行った（写真-2）．

FEM による事前解析では最大 5mm の隆起が予想されたが，路面変状することな

く掘削できた．また，掘削に伴う上床版の有害なひび割れは確認されなかった． 

(5)セグメント撤去工 

 内部掘削完了後，高所作業車を使用して，上段から順にガス切断によりセグメ

ントを撤去した（写真-3）．工程短縮のためセグメントを大割りで撤去できるようにバ

ックホーにフォーク型のアタッチメント取付け，掴みながら切断を行った．セグメント

撤去中も，路面変状や上床版の有害なひび割れは確認されなかった． 

５．おわりに 

今回の施工では，非常に狭小な作業空間

でセグメントを切り開いて躯体を構築したが，

品質の高い本体構造物を完成させることがで

きた（写真-4）．また，供用中の高速道路へ

の影響も回避することができた．今回のような

特殊な施工条件下での施工では，実証実験

を活用することが有効であると言える．本稿が

類似の工事の参考になれば幸いである． 

写真-1 内部掘削状況 

図-4 内部構築手順 

STEP1：底版 STEP2：下ハンチ STEP3：側壁 STEP4：上ハンチ STEP5：上床版 STEP6：内部掘削

薬液注入 

ｼｰﾙﾄﾞ掘削 ｼｰﾙﾄﾞ掘削 

底版 下ﾊﾝﾁ 
側壁

上ﾊﾝﾁ 上床版 

（赤着色部：施工） 

写真-3 セグメント撤去状況 

写真-2 内部掘削状況 

写真-1 セグメント切り開き状況 

表-1 施工時の工夫点と結果

写真-4 躯体完成 
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